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3
0
、
0
人
あ
ま
り
が
参
加
し

親
睦
を
深
め
、
こ
の
運
動
会
を

楽
し
み
ま
し
た
。

（
野
上
　
清
治
）

八
幡
地
区
大
運
動
会

5
月
2
6
日
　
（
日
）
　
午
前
9
時

か
ら
八
幡
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

に
お
い
て
、
八
幡
地
区
大
運
動

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

園
児
の
か
わ
い
い
遊
戯
や
か

け
つ
こ
、
児
童
の
元
気
た
っ
ぷ

り
の
演
技
、
地
区
対
抗
競
技
に

と
、
多
く
の
人
た
ち
が
天
候
に

も
恵
ま
れ
楽
し
い
一
日
を
過
ご

し
ま
し
た
。

『
綱
引
き
』
、
『
長
縄
跳

び
』
、
『
三
段
玉
　
入
れ
』
、

『
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
　
ル
フ
』
に

は
、
各
地
区
と
も
大
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
大
変
な
盛
り
上
が

り
で
し
た
。

ま
た
、
5
・
6
年
生
は
、
組

体
操
で
三
段
タ
ワ
ー
を
披
露
し

て
く
れ
、
観
客
の
皆
さ
ん
は
大

拍
手
で
し
た
！

雨
の
中
、
歩
き
ま
し
た

尾
道
・
松
江
道

八
幡
自
治
振
興
会
で
は
、
5

月
1
9
日
　
（
日
）
　
に
　
「
中
国
横
断

道
　
尾
道
・
松
江
線
」
　
の
見
学

会
を
実
施
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
天
気
予
報
通
り
朝

か
ら
小
雨
が
降
る
天
候
で
し
た

が
、
3
1
名
の
方
が
参
加
さ
れ
、

三
玉
ト
ン
ネ
ル
の
前
で
国
土
交

通
省
の
杉
原
監
督
官
か
ら
、
事

業
説
明
や
注
意
事
項
を
聞
い
て

海
田
原
橋
ま
で
の
往
復
約
2
キ

ロ

を

ゆ

っ

く

り

と

歩

き

ま

し

た。
橋
の
上
か
ら
見
る
吉
舎
の
街

並
み
は
、
普
段
見
る
こ
と
の
出

来
な
い
素
晴
ら
し
い
景
色
で
し

た
。
　
（
雨
が
降
っ
て
い
な
け
れ

ば
も
っ
と
よ
か
っ
た
の
に
）

参
加
さ
れ
た
方
か
ら
は
、

『
良
か
っ
た
で
す
、
二
度
と
経

験
す
る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う

か
ら
』
と
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま

した。ト
ン
ネ
ル
内
で
休
憩
し
て
い

た
時
、
参
加
者
の
小
学
一
年
生

の
女
の
子
ど
も
さ
ん
よ
り
、

「
ト
ン
ネ
ル
の
壁
面
に
、
3
0

3
5
と
表
示
し
て
あ
る
の
は
何
で

す
か
？
」
　
と
質
問
が
あ
り
ま
し

た。
説
明
に
よ
る
と
、
こ
れ
は
ト
ン

ネ
ル
の
壁
面
の
厚
さ
で
、
「
5
0
」

は
岩
盤
等
が
あ
り
硬
い
と
こ
ろ
、

「
3
5
」
　
は
普
通
の
所
の
厚
さ
だ
そ

う
で
す
。

行
事
に
ご
協
力
頂
い
た
国
土
交

通
省
、
工
事
関
係
者
の
皆
さ
ん
、

雨
の
中
大
変
お
世
話
に
な
り
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
野
上
　
清
治
）
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ヨ
ガ
教
室
で
ス
ッ
キ
リ
爽
快
に
！

毎
週
火
曜
日
の
朝
1
0
時
1
5
分

か
ら
1
1
時
ま
で
の
4
5
分
間
、
吉

舎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
ヨ

ガ
を
習
っ
て
い
ま
す
。

平
成
1
9
年
1
2
月
に
5
人
で
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
現
在
は
メ

ン

バ

ー

が

1

3

人

に

な

り

ま

し

た。
老
化
に
逆
ら
っ
た
美
し
い
体

型
、
転
ん
で
も
怪
我
を
し
な
い
体

づ
く
り
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

ヨ
ガ
の
美
し
い
ポ
ー
ズ
と
は
程

遠
い
の
で
す
が
、
姿
勢
が
よ
く
な

り
、
身
軽
に
動
け
る
よ
う
に
な
っ

た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

肩
、
股
関
節
な
ど
の
痛
み
に
効

果
が
で
た
と
喜
ん
で
い
る
方
も
お

ら
れ
ま
す
。

家
で
は
絶
対
に
し
な
い
ポ
ー
ズ

も
あ
り
ま
す
。
　
（
笑
）

少
し
汗
ば
む
程
度
の
運
動
で
、

身
も
心
も
ス
ッ
キ
リ
爽
快
に
な
り

ま
す
よ
。
　
（
広
山
真
美
子
）

吉
舎
小
運
動
会
開
催

5
月
2
0
日
　
（
月
）
、
一
日
順
延
に

な
っ
た
も
の
の
、
好
天
に
恵
ま
れ
た

吉
舎
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
、
子
ど

も
た
ち
の
元
気
の
良
い
声
が
響
き
渡

り
ま
し
た
。
　
　
　
（
佐
伯
啓
子
）

♪
高
く
泳
ぐ
よ
こ
い
の
ぼ
り
♪

徳
市
の
青
空
を
気
持
ち
よ
く
ー
・

4
月
2
1
日
　
（
日
）
、
「
徳
市

を
元
気
に
す
る
会
」
　
の
メ
ン

バ
ー
が
、
吉
舎
徳
市
自
治
交
流

セ
ン
タ
ー
へ
、
こ
い
の
ぼ
り
を

揚
げ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

山
あ
い
の
青
空
を
バ
　
ッ
ク

に
、
風
の
あ
る
時
は
、
と
て
も

気
持
よ
く
、
高
く
高
く
泳
い
で

い
ま
す
。
し
ば
ら
く
眺
め
て
い

る
と
、
ボ
ー
と
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を

見
守
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
よ
。

（
中
倉
　
予
）
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安
田
の
合
同
春
季
運
動
会

5
月
2
6
日
　
（
日
）
、
合
同
春
季

運
動
会
が
開
催
さ
れ
、
約
1
5
0
人

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

一
週
間
前
と
は
う
つ
て
変
わ
っ

て
、
絶
好
の
運
動
会
日
和
で
し
た
。

「
保
育
所
の
子
ど
も
た
ち
は
よ
う
踊

る
の
－
、
か
わ
い
い
の
お
」
　
「
一
輪

車
、
じ
ょ
う
ず
に
乗
る
の
ー
、
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
が
え
え
の
ー
」

㌻
生

が
準
備
や
ら
競
技
や
ら
、
よ
う
や
っ

て
く
れ
る
の
ー
」
　
と
み
な
さ
ん
、
競

技
・
演
技
を
す
る
子
ど
も
た
ち
の
元

気
な
姿
に
感
動
す
る
と
と
も
に
、
家

族
・
地
域
の
ふ
れ
あ
い
が
で
き
た
思

い
出
に
残
る
素
晴
ら
し
い
一
日
と
な

り
ま
し
た
。
　
　
　
（
溝
上
　
洋
）

ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
飛
来
！

5
月
上
旬
、
東
南
ア
ジ
ア
か

ら
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
が
飛
来
し
て

き
ま
し
た
。

7
月
上
旬
に
な
っ
た
ら
、
巣

箱
の
雛
に
エ
サ
を
運
ぶ
親
鳥
た

ち
の
姿
を
観
察
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
き
れ
い
で
す
よ
。
ぜ

ひ
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
に
会
い
に
安

田
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

撮
影
紙
用
一
真

（
溝
上
　
洋
）

歩
い
た
よ
！
観
た
よ
カ
サ
ダ
ル
マ

5
月
9
日
　
（
木
）
、
安
田
地

区
社
会
福
祉
協
議
会
と
安
田
自

治
振
興
会
　
（
つ
き
あ
い
隊
）
　
の

共
催
で
、
「
カ
ザ
グ
ル
マ
観
賞

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
」
　
を
行
い
ま
し

た。
安

田

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

セ

ン

タ
ー
か
ら
、
目
的
地
の
堀
越
集

落
ま
で
往
復
約
6
血
の
コ
ー
ス

を
、
区
民
1
9
人
が
歩
き
、
カ
ザ

グ
ル
マ
を
観
賞
し
ま
し
た
。

「
初
め
て
観
た
よ
。
き
れ
い

じ
ゃ
ね
ぇ
。
」
、
「
テ
ッ
セ
ン

と
は
違
う
ん
じ
ゃ
ね
ぇ
。
」

と
、
グ
れ
さ
ん
喜
ん
で
お
ら
れ

ま
し
た
。

次
回
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
は
建

設
中
の
　
「
尾
道
松
江
道
」
　
を
予

定
し
て
お
り
ま
す
。

（
滝
上
　
洋
）

国
の
準
絶
滅
危
惧
種
　
カ
サ
グ
ル
マ

第
一
回
　
広
島
新
県
美
展

入
選
者
決
ま
る
！

広
島
県
美
術
展
を
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
た
第
一
回
薪
県
美
展

に
、
吉
舎
町
か
ら
5
名
の
方
が

入
選
さ
れ
ま
し
た
。
吉
舎
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
で
活
動
さ
れ
て

い
る
富
士
原
教
室
と
写
真
ク
ラ

ブ
の
メ
ン
バ
ー
で
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

な
お
、
地
元
の
入
選
作
を
展

示
す
る
巡
回
展
は
、
7
月
1
7
日

か
ら
2
1
日
ま
で
、
美
術
館
あ
ー

と
あ
い
・
さ
さ
で
行
わ
れ
ま

す
。
皆
様
、
ぜ
ひ
お
出
か
け
く

だ
さ
い
。

ー
卦
百
と
－
油
彩

心
に
撮
苦
く
二
台
里
奏
i

丸
木
武
司
　
（
室
日
）
・

松
田
輸
信
正
　
（
油
彩
）

一
一
人
展

こ
の
展
覧
会
は
、
書
と
油
彩
、
二

つ
の
ジ
ャ
ン
ル
の
作
品
世
界
が
会
場

に
広
が
る
催
し
で
す
。

塁
に
想
い
を
託
し
、
独
自
の
境
地

に
筆
を
運
ぶ
丸
本
武
司
氏
　
（
書
・
三

次
市
向
江
田
町
）
　
と
、
県
北
の
自
然

を
限
り
な
く
愛
し
、
詩
情
豊
か
に
表

現
し
続
け
る
松
田
信
正
氏
　
（
油
彩

画
・
同
　
　
有
原
町
）
　
両
作
家
の
作

品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

二
つ
の
世
界
が
融
合
し
た
魅
力
あ

ふ
れ
る
企
画
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

と
き
　
6
月
1
4
日
　
（
金
）

～
1
月
1
日
　
（
日
）

1
0
時
～
1
7
時
　
月
曜
日
休
館

と
こ
ろ

美
術
館
あ
ー
と
あ
い
・
さ
さ

入

館

料

一

般

　

　

4

0

0

円

飾
歳
以
上
3
0
0
円

高
校
生
　
2
0
0
円

※
中
学
生
以
下
及
び
障
害
者
手
帳
な

ど
所
持
者
・
介
助
者
は
無
料

（絵画系）富
士
原
教
室

中

　

村

坂

　

本

（
写
真
系
）

写
真
ク
ラ
ブ

佐
々
木

石

　

井

家

　

本

襲

俊

　

三

薫

　

一

（敬称略）

（
松
田
　
正
美
）
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恒例のリー iこの競技は年配の方が 
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第26回吉舎ふれあい祭り

8月15日（木）離
主催：就6回吉舎ふれあい祭り実行委員会
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女
性
対
男
性
　
綱
引
き
・
・
・

結
果
は
互
い
に
l
勝
　
引
き
分
け

絶
好
の
運
動
会
日
和
！
5
月

2
6
日
　
（
日
）
、
敷
地
自
治
振
興

会
と
敷
地
保
育
所
合
同
の
運
動

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
日

は
敷
地
で
は
農
作
業
も
一
休

み
。
多
数
の
参
加
で
盛
り
上
が

り
ま
し
た
！
　
　
（
大
上
　
清
隆
）

下
矢
井

一
の
渡

石
谷
チ
ー
ム

梅
の
木
。
一
日
市
チ
ー
ム

・
ヲ
組
チ
ー
ム

j
着
後
「
－

こ
れ
が
割
れ
た
ら
お
弁
当
だ
ー
・

作
品
を
募
集
し
ま
す

描
エ
ー
ー
つ
・
雑
言
つ
ー
つ

鼻
馴
ら
＋
l
m
e
e
e
m
書
冊
－

今
年
も
夏
休
み
が
近
づ
い
て
き

ま
し
た
。
自
分
で
お
気
に
入
り
の

場
所
を
選
ん
で
写
生
し
た
り
、
写

真
に
収
め
て
応
募
し
て
く
だ
さ

い。・
種
目
　
写
生
ま
た
は
写
真

・
対
象
　
幼
児
、

小
“
中
学
生
及
び
高
校
生

（
審
査
の
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
が
、
家

族
や
大
人
も
出
品
で
き
ま
す
。
）

・
応
募
締
切
1
月
2
4
日
　
（
水
）

・
参
加
料
　
無
料

・
そ
の
他
、
写
生
の
作
品
サ
イ
ズ

や
画
材
は
自
由
で
す
。
（
画
用
紙

が
必
要
な
方
は
、
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。
）
　
写
真
は
、
葉
書
サ
イ
ズ

以
上
の
も
の
。
審
査
に
よ
り
入
賞

者
を
表
彰
し
、
全
点
を
美
術
館

あ
ー
と
あ
い
〃
き
さ
に
展
示
し
ま

す。“
展
示
期
間

7
月
2
7
日
　
（
土
）
　
～

8
月
2
5
日
　
（
日
）

。
作
品
提
出
先
　
（
問
合
せ
先
）

美
術
館
あ
ー
と
あ
い
・
き
さ

（
℡
4
3
I
2
2
3
1
）

吉
舎
町
自
治
振
興
連
合
会

（
℡
4
3
・
2
2
3
1
）

城
跡
の
歴
史
に
思
い
を
馳
せ
な
が
ら
…

南
天
山
城
は
戦
国
時
代
こ
の
地
方

を
支
配
し
た
和
智
氏
の
本
拠
で
本
格

的
な
山
城
で
す
。

城
跡
へ
の
道
は
、
清
正
公
神
社
の

中
を
通
り
抜
け
て
取
り
掛
か
る
登
山

道
を
お
勧
め
し
ま
す
。
赤
い
テ
ー
プ

を
目
印
に
や
や
急
な
坂
道
や
緑
の
ト

ン
ネ
ル
を
登
る
と
、
尾
根
に
沿
っ
て

郭
（
削
平
地
）
　
が
何
段
も
あ
り
、
土

塁
、
井
戸
跡
、
竪
堀
な
ど
の
立
て
札

が
立
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
三
の

丸
、
二
の
丸
、
本
丸
へ
と
約
4
0
分
で

辿
り
着
き
ま
す
。
残
念
な
が
ら
現
時

点
で
は
、
植
林
の
大
木
や
雑
木
が
茂

り
、
眺
望
が
良
く
な
い
う
え
に
、
間

伐
材
の
散
乱
し
た
場
所
も
多
々
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
城
跡
の
歴
史
に
思

い
を
馳
せ
な
が
ら
、
心
地
よ
い
登
山

の
達
成
感
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。
南
天
山
城
跡
を
吉
舎
町
民
の
「
憩

い
の
場
、
学
び
遊
び
の
場
」
に
す
る
た

め
、
有
志
の
方
々
が
協
力
し
て
、
少

し
ず
つ
整
備
中
で
す
。
今
後
も
眺
望

等
の
環
境
整
備
の
た
め
に
は
色
々
と

課
題
が
あ
る
そ
う
で
す
。
一
人
で
も

多
く
の
人
た
ち
の
思
い
と
協
力
の
拡

が
り
を
願
っ
て
い
ま
す
。
城
跡
の
現

況
を
体
感
す
る
た
め
に
も
、
探
訪
に

出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

（
永
山
洋
子
）
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子
ど
も
も
お
年
寄
り
も

が
ん
ば
り
ま
し
た

・
申
四
字
区
民
運
動
会
・

5
月
2
6
日
（
日
）
、
絶
好
の
運
動

会
日
和
に
恵
ま
れ
、
中
四
季
区
民
運

動
会
を
吉
舎
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

早
朝
か
ら
会
場
準
備
を
行
い
、
三

次
市
の
総
合
健
診
促
進
の
の
ぼ
り
な

ど
も
立
て
ら
れ
、
矢
井
地
区
の
子
ど

も
の
選
手
宣
誓
に
よ
り
演
技
を
開
始
　
m

L
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
m

ラ
ジ
オ
体
操
で
全
貝
準
備
運
動
を

し
た
後
は
、
輪
投
げ
、
玉
入
れ
、
男

女
に
分
か
れ
て
の
綱
引
き
、
徒
競
走

な
ど
子
ど
も
た
ち
の
応
援
に
も
熱
が
「
～
～
～

入
り
ま
し
た
。

盛
り
上
が
り
は
地
区
対
抗
の
リ

レ
ー
で
総
合
優
勝
は
矢
井
チ
ー
ム
で

し
た
。最

後
に
吉
舎
音
頭
を
踊
っ
て
締
め

く
く
り
、
半
日
を
楽
し
み
ま
し
た
。

（
早
川
安
明
）

園
圏
囲
閉
園
□
田
圃

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
・
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

5
月
2
9
日
（
水
）
、
チ
ャ
レ

ン
ジ
デ
ー
に
合
わ
せ
て
、
吉
舎

町
自
治
振
興
連
合
会
主
催
の
ノ

ル
デ
ィ
ッ
ク
・
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

体
験
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

朝
か
ら
降
り
し
き
る
雨
に
、

吉
舎
公
園
ま
で
行
く
の
は
無
理

か
と
心
配
し
て
い
ま
し
た
が
、

開
始
時
刻
の
午
後
4
時
ご
ろ
に

は
薄
日
も
差
し
始
め
、
集
ま
っ

て
く
だ
さ
っ
た
5
0
名
の
方
々
に

ポ
ー
ル
を
使
っ
て
実
際
に
歩
い

て
体
験
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

「
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
・
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
は
や
っ
て
み
た
い
け

ど
、
ど
う
や
っ
て
歩
く
の
？
」

「
ポ
ー
ル
は
買
っ
て
み
た
け
れ

ど
正
し
い
使
い
方
が
知
り
た

い
ー
・
」
と
皆
さ
ん
興
味
津
津
。

講
師
の
先
生
の
お
話
が
終

わ
っ
て
準
備
体
操
を
し
て
、
い

ざ
出
発
。

皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
の
ペ
ー
ス

で
吉
舎
公
園
ま
で
歩
か
れ
ま
し

た。
公
園
で
は
ポ
ー
ル
を
使
っ
た

色
々
な
ス
ト
レ
ッ
チ
も
教
え
て

い
た
だ
き
、
学
習
セ
ン
タ
ー
に

帰
っ
て
来
て
か
ら
、
早
速
ポ
ー

ル
を
注
文
す
る
方
も
お
ら
れ
ま

し
た
。こ

の
体
験
会
が
、
運
動
を
始

め
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
思

い
ま
す
。
（
松
田
正
美
）

」
∴
∴
”
ニ



平成25年度吉舎町自治振興連合会予算書　平成24年度吉舎町自治振興連合会決算書

一般管理費 

収　入 ��支　出 

科目 �金額 �科目 �金額 

自治活動助成交付金 �9，305，400 �報酬 �284，000 

負担金／雇用保険 �52，815 �給料 �5．580，000 
′′　／個人負担金 �0 �雑給 �0 

参加費等 �280，000 �職員手当等 �288，000 

寄付金 �0 �共済費 �1，670，000 

諸収入／銀行利息 �5，646 �報償費 �27，000 

II　／雑入 �50，000 �旅費 �20，000 

エコステェーション助成金 �170，000 �交際費 �15，000 

基金繰入金 �2，000，000 �需用費／消耗品 �475，804 

繰越金 �488，139 �′′　／燃料費 �40，646 

役務費／通信費 �16，000 

′′　その他保険 �336，000 

委託料 �158，550 

負担金 �220，000 

活動費 �3，221，000 

（内訳）連合 �（652，500） 

吉舎 �（688，000） 

安田 �（370，500） 

中四字 �（425，000） 

敷地 �（407，000） 

八幡 �（490，500） 

徳市 �（187，500） 

合計 �12，352，000 �合計 �12，352，000 

指定管理費 
収　入 ��支　出 

科目 �金額 �科目 �金額 

繰越金 �1，228，489 �給料 �5，119，000 

指定管理費 �18，602，000 �報償費 �755，350 

施設使用料 �845，581 �需用費 �8，788，682 

雑入 �98，483 �役務費 �928，761 

社協 �300，000 �委託料 �1，643，733 

使用料及び賃借料 �1．462，447 

備品購入費 �1，690，580 

公課費 �686，000 

次期繰越 �0 

甘一計 �21，074，553 �合計 �21，074，553 

平成25年度　農業労災互助会　予算書 
収　入 ��支　出 

科目 �金額 �科目 �金額 

掛金 �922，500 �補償金 �370，000 

責任準備金 �13，338，454 �事務費 �280，000 

受取利息 �12，046 �会議費 �70，000 

責任準備金 �13，553，000 

合計 �14，273，000 �合計 �14，273，000 

農業′ガ将星筋合
醐l〃概況
合計　355，240円

一般管理費 

収　入 ��支　出 

科目 �金額 �科目 �金額 
自治活動助成交付金 �9，817，150 �報酬 �232．000 

負担金／雇用保険 �52，815 �給料 �5，475，000 
′I　／個人負担金 �3，000 �雑給 �49．700 

参加費等 �282，000 �職員手当等 �279．000 

寄付金 �20，000 �共済費 �1．663，517 

諸収入／銀行利息 �5，034 �報償費 �21，575 

II　／雑入 �51，362 �旅費 �14．800 

エコステエーシ］ン助成金 �173，340 �交際費 �10．000 

基金繰入金 �1，700，000 �需用費／消耗品 �465，354 

繰越金 �574，307 �II　／燃料費 �36，866 

役務費／通信費 �14，560 

IIその他保険 �335，580 

委託料 �0 

負担金 �213，204 

活動費 �3．379，713 

（内訳）連合 �（809，783） 

吉舎 �（689，210） 

安田 �（370，440） 

中四字 �（425，160） 

敷地 �（407，160） 

八幡 �（490，400） 

徳市 �（187，560） 

次期繰越 �488．139 

合計 �12，679，008 �合計 �12，679，008 

指定管理費 
収　入 ��支　出 

科目 �金額 �科目 �金額 

繰越金 �1，232，805 �給料 �5，039，400 

指定管理費 �18．602，000 �報償費 �743，190 

施設使用料 �834，530 �需用費 �8，221．255 

雑入 �94，234 �役務費 �900，234 

社協 �300，794 �委託料 �1，566，555 

使用料及び賃借料 �1，458．540 

備品購入費 �1，446，700 

公課費 �460．000 

次期繰越 �1，228，489 

合計 �21．064，363 �合計 �21，064，363 

平成24年度　農業労災互助会　決算書 
収　入 ��支　出 

科目 �金額 �科目 �金額 

掛金 �888，000 �補償金 �355，240 

責任準備金 �13．126，997 �事務費 �263．417 

受取利息 �11，114 �会議費 �69．000 

責任準備金 �13，338．454 

合計 �14．026，111 �合計 �14，026，111 

吉舎町自治振興連合会理事会開催
平成25年度の吉舎町自治振興連合会・理事会を、5月16日（木）

吉舎生涯学習センターで開催しました。

平成24年度決算、監査報告に続いて、平成25年度予算説明があり、

承認されました。
その後、「活力ある地域づくり総合支援事業」の補助金申請状況、

吉舎ふれあい祭りに係わる件について討議されました。

今年度も元気な吉舎町になるよう、精一杯取り組んで行きたいと
思います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（松田　正美）

きることきんきい伯57　6
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↑●こんにちは吉舎図書館です

i◆6月の新着図書案内（4月21日～5月20日受入分）

【一般書】
できることを少しずつ
と－ちゃんだからできる魔法の子育てBOOK

あなたの人生を変える睡眠の法則
世界の変なトイレ　　　　　　　モーナ

PPバンドで編む毎日使えるプラかご
なめこはんどめいどBOOK
シニアの簡単1人分ごはん

香山　リカ／著（人生訓）
川井　道子／監修（子育て）
菅原　洋平／善（睡眠法）

E．グレゴリー／著（衛生設備）

高宮　紀子／薯（手芸）
Beeworks／監修（手芸）

（料理）
なるほど便利！くらしで使えるスマホ＆タブレット　田嶋　裕史／若（通信）
ボランティアバスで行こう！

タマネギのひみつ。

【児童書】
暗闇みの中のきらめき
かたつむりのひみつ
はしをつくる
マリアさんのトントント

うしろのダメラ
オオカミがとぶひ
およぐひと

友井　羊／善（小説）
黒柳　徹子／書くエッセイ）

など、35冊

マイヤリーサ・ディ／作（でんき）
（いきもの）

ライアン“アン・ハン／著（どぼく）
トンタ　　　角野　栄子／文（よみもの）

あきやま　ただし／作（えほん）
ミロコ　マティコ／書　くえほん）

長谷川柴平／著（えはん）
さかさまになっちゃうの　クレア“アレクサンドリア／作（えぽん）
しろくまのパンツ　　　　　　　tupera tupera／薯（えぽん）

わんぱくだんのまほうのじゅうたん　ゆきの　ゆみこ／作（えはん）
など　39冊

貸出中の場合は予約もできます。どうぞご利用ください。

◆移動図書館車“ころぶっくる号’’訪問予定

6月11日（火）午前11時30分～12時30分　吉舎保健センター

午後1時　　～2時　　　安田小学校

6月25日（火）午後1時　　～3時　　　吉舎小学校

6月27日（木）午後12時15分～12時45分　カイハラ産業

午後1時　　～1時45分　八幡小学校

午後2時　　～2時30分　吉舎保健センター

・・鶉

◆今月のひとこと

「子育てのきほんおさらい

こ答えはこどもの中にある

そ「そうだね」と気持ちを受け止める

だダダをこねても怒らず観察する

て手をちょっと止めて話を聴く

ののどかな気持ちで繰り返す

き決めつけず、「私メッセージ」で伝える

ほ本人から答えが出るよう問いかける

ん「ん？」と、ときには沈黙する」

「漫画『よつばと』にも学ぶ

）
●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

と－ちゃんだからできる魔法の子育てBOOK」；

井川道子／監修より：

午後3時　　～3時30分　徳市自治交流センター

午後4時15分～4時45分　吉舎中学校

地域の皆さんにもご利用いただけます。貸出カードがあれば、簡単に貸し出しできます。

まだ貸出カードをお持ちでない方は、訪問日に登録させていただきます。【登録・利用は、無料です。】

印鑑・免許証など、本人確認ができるものを持っておいでください。気軽　却」用くださ。お気軽にご利用ください。 
● 移動図書館車「ころぶっくる号」が・町内を巡回中。： 

たくさんの出会いがあります。6月もお楽しみに！　　● 

＿＿＿－　　　　　　　　　　　∴：千；手当∴∴1∴ ��● ● ● ● 

一　　∴－∴∴：．∴　「∴∴仁一 
∴ヽ∴∴∴∴一一∴雪∴　　　　　　　● 

」墨藍謹詰ま‾　姦⊥短＿ ’t ��● ● ● ● ● ● ● ● ● 

細教∴∴ �蒜蓑喜敬一、　　　藩三善i 

蒲二田聞■予言∴ ヽ一 閣鞄閏騒＼曇 。－温鯵・－ 

7　きるこどきん絢IM51

♪移動国富能事“ころぶつくる号青の訪問を

希望される地域・グル“プを募集中

第2火曜日、第4火・木曜日に吉舎町内を運
行しています。訪問を希望される方は、吉舎

図書館までお申し付けください。

と

　

き
7
合
格
日
（
土
）

日
時
的
分
か
ら

テ
ー
マ

「
う
軸
へ
・
や
ま
へ
、

で
か
け
よ
う
I
」

魔
は
桟
し
広
場
★

◆
ふ
わ
ふ
わ
の
綿
を
育
て
て
い
ま
す

そ
だ
て
て
あ
そ
ば
う
『
わ
た
・
ワ
タ
・
綿
』
第
1
回
を
、
5
月

1
2
日
（
日
）
に
開
催
し
ま
し
た
。

わ
た
ク
イ
ズ
の
答
え
を
見
つ
け
た
時
の
ワ
ク
ワ
ク
と
、
分
か
っ
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l �∴二‾・響．’ 

【大会結果】 ○小学生の部：出場39チーム；○高校男子の部：出場44チーム ������子 ．† � 

‡一　一1 子 

優勝黒瀬剣道教室（東広島市）；優勝神辺旭高校A 
∩中学男子の部：出場39チーム；　　　　五人抜き5人（福山市 
、）上勝府中中央剣道クラブ　；○高校女子の部：出場20チーム 

五人抜き3人（安芸郡府中町）；優勝異議館高校A 

○中学女子の部：出場15チーム；　五人抜き2人（岡山県井原市 �������∴ヽ 

優勝東城中学校 　五人抜き1人（庄原市）； ������観音葛r �∴早．∴一一1「： 

ややややややややや
市政懇談会を開催します

年に1度の懇談会、みなさんお誘い合

わせてお越しください。

日時：7月4日（木） 

午後7時～9時 

場所：吉舎生涯学晋センター 

吉舎会場のテーマ 

一地域資源を活かしたまちづくり　～ 

ややややややややや
貴名ことまみれ・M51　8

三
次
童
口
舎
支
所
門
a
誓
評
語
‥

吉
舎
町
高
齢
者
・
児
童
等
支
援
連
絡
会
議

玲

挑

華

夢

喜

壇

等

～
ほ
っ
こ
り
ス
ポ
ッ
ト
紹
介
～

パ
タ
パ
タ
～
。
か
わ
い
い
足
音
を
鳴
ら
し
て
、
初

め
て
の
お
客
様
が
ご
利
用
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

こ
こ
は
市
役
所
吉
舎
支
所
「
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
」
。

5
月
に
支
所
内
の
玄
関
横
に
子
ど
も
さ
ん
用
の
ス

ペ
ー
ス
が
で
き
ま
し
た
。

お
父
さ
ん
と
一
緒
に
支
所
に
来
ら
れ
、
お
父
さ
ん

が
用
事
を
さ
れ
て
い
る
問
、
2
人
で
仲
良
く
遊
ん
で

待
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
さ
ん
の
か
わ
い
い
姿
や
声
に
、
周
り
の
大

人
は
に
っ
こ
り
ー
・
I
・

「
か
わ
い
い
ね
～
」
「
元
気
が
出
る
よ
ね
～
」
と
。

子
ど
も
さ
ん
が
来
ら
れ
て
、
ゆ
っ
く
り
し
て
も
ら

え
る
ス
ペ
ー
ス
で
す
。

ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

宙
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
本
格
運
用

5
月
1
日
か
ら
、
広
島
県
の
医
療
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
（
ド

ク
タ
ー
ヘ
リ
）
が
運
用
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

患
者
の
状
態
に
よ
り
、
消
防
署
か
ら
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
を

要
請
し
ま
す
。

吉
舎
町
内
の
ヘ
リ
ポ
ー
ト
は
、
日
影
館
高
校
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
す
。

宙
防
護
柵
補
助
に
つ
い
て

三
次
市
鳥
獣
被
害
防
護
柵
設
置
事
業
の
事
務
手
続
き

が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。
※
対
割
部
訓
が
変
更
箇
所

1
　
補
助
金
交
付
対
象
要
件
の
追
加

・

刊

嗣

剖

劃

日

割

到

日

割

2
　
補
助
対
象
経
費
の
変
更

・
認
劉
剰
約
割

3
　
交
付
申
請
時
の
提
出
書
類

・
申
請
書
　
〃
劃
u
・
剰
矧
司
倒
固
図

4
　
実
績
報
告
時
の
提
出
書
類

・
実
績
報
告
書
・
飼
劇
画
励
割
u
・
詞
劇
剖
剖



∴甲．十 で重享曽母 ��渡 雲 �襲堅 �黒二、二　′ナ鷲竃認箪一議“‾“講 

”．汁小　　　　　　　　　＼－　． 

÷∴∴ 草÷∴∴∴∴∴ ／《“1－：n �� 

／しヽ 譲董 ��1－宝 �輩苧薗議轍 　　　考 ��∴甑 ／，c言 ．＼〔輸，主∵㌧ �・寸 

一∴「∴∴↓　∴ �∴∵∴ 1 子∴∴∴十 章 一∴∴十 年 

11 日 �� ��ー‡‾ 随駐諒－／÷ 

「 i ����∴ゝ：　　　　∴十十∴∴：∴ 

tL 　　ー〆、 �軍票導態 �「「 

宙どうなった？どうなる？あの工事～町内で。事業．工事につ。て、質問にお答えします～
質　問 �担　当　課 �状　況 

辻・徳市地区簡易水道事業の進捗状況 は？ �水道局水道課 �◆浄水場等の電気設備工事一式を入札準備中′」 ◆排水管敷設工事（¢50－150mmしこ2．540m）設計中 　→県道吉舎豊栄線水口橋付近まで埋設予定 

八幡の吾平橋が架け替えられるって問い �広島県北部建設 �◆橋台工事に着手予定 

たけど？ �事務所工務課 �（平成25年度～26年度で両岸の橋台工事予定） 

毘沙門橋の改修工事はいつするの？ �建設部土木課 �◆10月以降、下部工・上部塗装等工事に着手予定 

巴橋の改修工事は上部だけで終わり？ �建設部土木課 �◆10月以降、下部工等工事に着手予定 

林道黒幹線は進んでるの？ �産業部農政課 �◆土工・路盤工他（しこ280m）の入札準備中 

いつ開通するの？ ��◆平成26年当初全線開通予定 

尾道松江線工事の進捗状況は？ �国土交通省中国地 �◆土工・橋梁エ“舗装工他の工事中 
方建設局 �→平成25年度末吉舎IC（仮称）まで開通予定 

o　● �●●●●…●●●●●●●＄●●●●傷●●●●● �●●● � 

● ● ● �子寄引あとサロン �0 割I∴字詰 ● � 

● ● �お友だ左を誘って気軽にどうぞ �● ● � 

鏡 ● ● ⑳ �とき7月18日（木）10：00～ 内容「水遊び」 �0 ．●○ ● �し 

● ● ● ● 0 �会場吉舎保健センター 会費1家族200円 吉舎地域母子保健推進員 �e 紺 � 

0 ● �お問合せ：三次市吉舎支所 �● ● �お 

● �℡43－3111 �● � 

● 　● �●eO●e●●●●e●Oe●航●●●●Q●●● �●　●　∴ ● � 

●●　●　●　●　●　●　●●　●　●　●

9　年るこどきん由一MJI

、二だ芽　　　　　　　　　‾　　⊥

鮮加よし底曝〉）
子育て支援センターの出前広場を開催

ます。のびのびと遊びましょう！

葦
とき：7月2日（火）

10時30分～11時30分

ところ：吉舎保健センター　和室

内容：「七夕かざり」作り

≦⊇

問合せ：三良坂子育て支援センター
「みつばち」℡　44－2136

宗；　∴「　高一∴∴∴㌧読

●●　●　●●　●　●　●　●　●●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●　●●　●　●　●　●　●　●　●　●●　●　●　●

吉舎ふるさとプラザXalO4情報

韓

細川由紀子シャドウボ・γクス教室作品展　開催中I

会期：eR30日（日）まで　※体確言：火曜日　　時間：10時－17時

宙
こ
の
植
物
な
ぁ
に
？

～
安
田
子
ど
も
自
然
ガ
イ
ド
～

4
月
2
6
日
　
（
金
）
、
安
田
小
学
校
児
童
に

よ
る
「
安
田
子
ど
も
自
然
ガ
イ
ド
」
　
に
参
加
し

ま
し
た
。
地
域
の
方
や
保
護
者
を
対
象
に
、
安

田
を
散
策
し
な
が
ら
、
児
童
が
植
物
等
に
つ
い

て
説
明
し
て
く
れ
ま
す
。

ス
ミ
レ
、
一
輪
車
、
フ
キ
等
の
聞
き
な
れ
た

植
物
か
ら
、
ム
ラ
サ
キ
ケ
マ
ン
、
シ
ョ
ウ
ジ
ョ

ウ
バ
カ
マ
、
マ
ム
シ
革
等
初
め
て
見
聞
き
す
る

よ
う
な
植
物
も
あ
り
ま
し
た
。

「
サ
ト
イ
モ
科
の
多
年
草
で
す
。
」
　
「
偽
茎

の
模
様
が
マ
ム
シ
を
思
わ
せ
る
こ
と
か
ら
名
前

が
つ
き
ま
し
た
。
」
な
ど
。
＝
マ
ム
シ
草

児
童
が
、
植
物
の
名
前
や
仲
間
。
特
徴
に
つ

い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
調
べ
た
事
を
説
明
。

身
近
に
あ
る
自
然
を
学
ぶ
こ
と
で
、
地
域
や

環
境
に
関
心
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
、
素
敵
な

機
会
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。
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きさまるごと日程国書 ��8　2013年6月16日～7月15日 � � 

6月22日（土）10‾：00～ �徳市地区 �防災訓練 �徳 �市地区 

6月22日（土）15：00～ �ホタル祭 �り �い �こいの森 

6月22日（土）19：00～ �敷地区民 �ソフトバレー大会 �敷‡ �也体育館 

6月28日（金）10：00～ �ささ楽生 �塾開講式　津森副市長講演 �士 口 �舎生涯学習センター 

6月30日（日）8：00～ �八幡コミュ �二ティセンター周辺環境美化活動 �八 �幡コミュニティセンター周辺 

6月30日（日）9：00～ �ミニ運動 �会　　　　　　［吉舎自治振興会主催］ �土 日 �舎中学校体育館 

7月　4日（木）19：00～ �平成25年 �度三次市市政懇談会 �士 口 �舎生涯学習センター 

7月　7日（日）8：00～ �敷地プー �ル清掃＆救急法講習会 �敷 �地プール＆寿会館 

7月　7日（日）17：00～ �七夕ソフ �トボール �安 �田小学校グラウンド 

発行〃編集／『まるごときんさい』編集委員会吉舎町自治振興連合会三次市吉舎町吉舎718番地1電話“FAX：43－7272
三次市吉舎支所　　三次市吉舎町吉舎368番地電話‥43‾3112FA灘，M，5，10

6
月
1
8
日
　
（
火
）
　
〃
7
月
2
日
　
（
火
）

場
所
。
時
間

〇
三
次
市
役
所
　
　
　
　
1
0
時
0
0
分
～

〇
三
次
市
三
良
坂
支
所
　
日
時
0
0
分
～

引
き
取
り
手
数
料

○
成
犬
〃
成
ね
こ
　
（
生
後
9
1
日
以
上
）

1
頭
　
（
匹
）
　
に
つ
き
　
2
0
0
0
円

○
仔
犬
。
仔
ね
こ
　
（
生
後
9
1
日
未
満
）

1
頭
　
（
匹
）
　
に
つ
き
　
　
4
0
0
円

一
二
次
市
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
環
境
政
策
課

℡
6
2
－
6
1
3
6

2
ト
ン
畢

［
く
み
取
り
日
］
　
7
月
1
日
　
（
月
）

4
ト
ン
車

［
く
み
取
り
日
］
毎
週
月
曜
日
“
火
曜
日

申
込
先
　
　
　
　
　
　
（
祝
日
を
の
ぞ
く
）

毎
週
金
曜
日
午
後
3
時
ま
で
に

三
次
市
吉
舎
支
所℡

4
3
－
3
1
1
1

毎
日
8
時
0
0
分
か
ら
織
時
ま
で

利
用
で
き
ま
す
。

場
所
　
吉
舎
保
健
セ
ン
タ
ー

◎
マ
シ
ン
巡
回
指
導
日
・
金
曜
日

9
時
5
0
分
か
ら
日
時
0
0
分
ま
で

一
日
中
利
用
で
き
な
い
日
　
6
月
2
7
日

1
2
時
～
1
6
時
が
利
用
で
き
な
い
日

毎
週
月
〃
木
曜
日

◎
閉
館
時
は
、
市
役
所
吉
舎
支
所
の
宿
直

室
で
カ
ギ
を
受
取
り
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

三
次
市
吉
舎
支
所か

4
3
I
3
1
1
1


